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市
長
　
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
な

ど
か
ら
い
た
だ
く
通
学
路
の
改

善
に
関
す
る
要
望
書
に
対
し
て

は
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
な
ど
の

路
面
標
示
、「
学
童
に
注
意
」

な
ど
の
注
意
看
板
の
設
置
、
傷

ん
だ
路
面
の
補
修
な
ど
、
す
ぐ

に
対
応
で
き
る
も
の
は
早
急
に

対
処
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
信

号
機
や
横
断
歩
道
の
設
置
な

ど
、交
通
規
制
を
伴
う
も
の
は
、

警
察
に
対
し
て
早
期
に
設
置
す

る
よ
う
要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
。

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
す

た
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
初
め
、
関
係

各
位
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
今

後
と
も
交
通
安
全
対
策
に
協
力

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
私
道
の
舗
装
助
成
の
条
例
化

を
望
む

問
　
市
民
の
生
活
道
路
と
し
て

頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
る
私
道
は
、

消
防
や
救
急
時
、
さ
ら
に
通
学

路
な
ど
に
広
く
使
わ
れ
て
い
る

道
路
も
多
く
、
そ
の
舗
装
の
推

進
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
他
の
多
く
の
自
治
体
で

取
り
入
れ
て
い
る
私
道
の
舗
装

化
へ
の
助
成
制
度
を
本
市
で
も

条
例
化
す
る
時
期
に
あ
る
と
思

う
が
如
何
か
。

市
長
　
現
在
、
市
道
の
延
長
は

約
４
８
３
㎞
で
あ
り
、
そ
の
舗

装
率
は
約
86
％
で
す
。
市
と
し

て
は
、
主
要
幹
線
道
路
の
改
良

整
備
が
急
務
で
あ
り
、
ま
た
区

等
か
ら
の
要
望
及
び
市
道
の
破

損
も
年
々
増
加
し
て
い
る
状
況

か
ら
、
今
後
こ
れ
ら
の
維
持
補

修
に
多
額
の
費
用
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
私
道
の
舗
装
化
へ
の
助

成
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
ま
せ
ん
が
、
公
共
性
の
高
い

私
道
に
は
、
砕
石
等
の
支
給
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
市
の
史
料
館
の
拡
充
を
望
む

問
　
八
街
市
の
郷
土
の
歴
史
や

文
化
、
地
理
的
素
晴
ら
し
さ
の

理
解
を
進
め
、
定
住
意
識
や
街

作
り
の
意
識
高
揚
の
た
め
に
も

郷
土
史
料
館
の
充
実
と
活
用
が

必
要
と
思
う
が
市
の
取
り
組
み

を
伺
う
。
市
の
史
料
館
の
内
容

を
充
実
さ
せ
た
博
物
館
へ
の
格

上
げ
や
、
市
の
名
所
や
学
校
の

総
合
学
習
の
場
に
す
べ
き
と
思

う
が
如
何
か
。

教
育
長
　
郷
土
史
料
館
は
、
昭

和
62
年
の
開
館
以
来
、
歴
史
的

資
料
の
収
集
、
保
存
、
展
示
を

行
い
、
郷
土
文
化
の
理
解
を
深

め
る
た
め
に
活
動
し
て
き
ま
し

た
。
近
年
で
は
、
専
門
職
員
を

配
置
し
て
、
毎
年
企
画
展
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
常
設
展

示
の
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
中
央
公
民
館
講
座

の
一
つ
と
し
て
、
古
文
書
講
座

を
開
講
し
、
広
く
市
民
の
方
々

に
八
街
の
歴
史
を
ご
理
解
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
郷
土
史
料
館
は
社
会

教
育
法
に
基
づ
く
「
社
会
教
育

施
設
」
と
し
て
の
位
置
づ
け
で

あ
り
、
博
物
館
法
に
基
づ
く

「
博
物
館
」
あ
る
い
は
「
博
物

館
に
相
当
す
る
施
設
」
の
指
定

を
受
け
る
に
は
収
蔵
資
料
の
調

査
、
台
帳
整
備
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
順
次

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
国
保
税
の
コ
ン
ビ
ニ
納
付
の

実
現
に

問
　
市
民
の
利
便
性
が
高
く
、

収
納
率
増
加
効
果
も
大
き
い
国

保
税
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
納
付
の
導
入
を
望
む
が
如
何

か
。

市
長
　
平
成
15
年
４
月
の
改
正

に
よ
り
、
地
方
税
も
収
納
の
事

務
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
一
部
の
自
治
体

で
公
金
の
代
行
収
納
が
、
コ
ン

ビ
ニ
の
窓
口
で
開
始
さ
れ
て
い

ま
す
。
印
旛
管
内
で
は
、
四
街

道
市
で
軽
自
動
車
税
を
本
年
度

か
ら
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
他

の
税
に
つ
い
て
も
平
成
18
年
度

か
ら
実
施
す
る
予
定
と
の
こ
と

で
す
。
ま
た
、
成
田
市
で
は
16

年
度
に
全
庁
的
な
収
納
業
務
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
コ
ン
ビ
ニ

収
納
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

技
術
面
や
財
政
面
で
の
課
題

も
多
々
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を

十
分
精
査
し
、
近
隣
市
町
村
の

動
向
を
見
な
が
ら
、
コ
ン
ビ
ニ

納
付
の
導
入
に
つ
い
て
研
究
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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計
画
に
よ
る
地
方
交
付
税
は
、

前
年
度
比
0.1
％
増
が
確
保
さ
れ
、

本
市
の
17
年
度
予
算
に
は
、
16

年
度
当
初
予
算
比
3.6
％
増
の
28

億
５
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

◆
税
組
織
の
見
直
し

問
　
今
年
度
納
税
課
の
設
置
に

よ
る
徴
収
体
制
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
勤
務
時
間
体
制
に
な
る
の
か
。

市
長
　
本
年
７
月
か
ら
の
税
部

門
の
組
織
の
見
直
し
で
は
、
従

来
の
市
民
税
課
、
資
産
税
課
と

い
う
分
け
方
を
課
税
課
と
納
税

課
に
再
編
す
る
も
の
で
、
こ
れ

に
よ
り
課
税
事
務
、
証
明
事
務

及
び
徴
収
事
務
の
効
率
化
を
推

進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
勤
務
体
制
は
、
従
来

ど
お
り
土
日
を
利
用
し
た
集
中

滞
納
整
理
や
毎
月
最
終
日
曜
日

に
実
施
し
て
い
る
休
日
納
税
相

談
及
び
納
税
窓
口
の
開
設
等
も

徴
収
関
係
職
員
の
増
員
に
よ

り
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
た
い
。

問
　
収
納
率
の
向
上
の
た
め
の

新
た
な
取
り
組
み
は
。
ま
た
、

収
納
率
の
目
標
設
定
は
ど
う
か
。

市
長
　
収
納
事
務
を
一
元
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、
市
税
等
徴
収

の
効
率
化
、
徴
収
率
の
向
上
を

目
指
す
。
ま
た
、
市
税
徴
収
率

の
目
標
は
、
平
成
16
年
度
当
初

予
算
編
成
時
と
比
較
す
る
と
、

収
嘱
託
員
制
度
を
導
入
し
た
こ

と
に
よ
る
市
税
収
入
の
確
保
、

受
益
者
負
担
の
適
正
化
の
推

進
、
国
庫
補
助
制
度
や
地
方
交

付
税
措
置
の
あ
る
地
方
債
制
度

の
活
用
を
図
り
、
財
源
確
保
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
歳
出
面
は
、
予
算
の

執
行
段
階
に
お
い
て
、
さ
ら
な

る
節
減
努
力
を
積
み
重
ね
た
結

果
、
財
政
調
整
基
金
年
度
末
残

高
を
約
21
億
５
千
５
０
０
万
円

ま
で
に
回
復
さ
せ
、「
三
位
一
体

の
改
革
」
の
影
響
や
扶
助
費
の

着
実
な
増
加
及
び
過
年
度
事
業

に
係
る
公
債
費
の
増
加
が
あ
る

中
、
歳
出
入
の
バ
ラ
ン
ス
を
図

っ
て
き
ま
し
た
。

本
年
７
月
に
税
務
担
当
課
の

組
織
の
見
直
し
を
行
い
、
収
納

率
の
向
上
な
ど
市
税
収
入
の
増

を
目
指
す
。
ま
た
、
費
用
負
担

の
公
平
・
公
正
と
い
っ
た
観
点

か
ら
の
受
益
者
負
担
の
適
正
化

は
、
強
力
に
進
め
ま
す
。

歳
出
面
で
は
、
全
般
に
わ
た

る
経
費
節
減
合
理
化
の
推
進
や

既
存
制
度
・
施
策
の
見
直
し
、

施
策
の
厳
選
に
努
め
、
重
点

的
・
効
果
的
な
配
分
に
よ
る
施

策
精
選
型
の
財
政
運
営
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

問
　
今
年
度
の
地
方
交
付
税
を

ど
の
よ
う
に
見
込
ん
で
い
る
か
。

市
長
　
平
成
17
年
度
地
方
財
政

◆
財
政
等
運
営

問
　
16
年
度
の
財
政
運
営
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。
ま

た
、
ど
の
よ
う
に
今
後
対
応
す

る
の
か
。

市
長
　
平
成
16
年
度
の
本
市
の

財
政
運
営
は
、
歳
入
面
で
は
徴

▲郷土資料館の展示風景


